
                      　　　　　　　　　　　　

 

 

7月例会のご報告  
　担当世話人  槻橋修、中川英規 　「東日本大震災復興の現状視察」旅行例会報告

去る8月2日・3日・4日、雨と曇りの関西地方とは打って変わって、3日間通しての晴天が続いた宮城県・岩手県の沿岸部を中心に、震災か
ら3年の月日が流れた東日本大震災の被災地を視察して参りました。
全体として、特に津波被害にフォーカスを当て、震災前・震災当時・そして3年経った復興の現状を概観し、土地とそこに住む人びとの営
みがどのように変化し、同時に将来に向けて各地域でどのような取り組みがなされているか、という部分が大きなテーマとなった旅にな
りました。
宮城県内では、岩手県との県境に位置するリアス式海岸沿いの町、気仙沼市を起点として、牡鹿半島や石巻市、名取平野に位置する名取
市閖上地区を、岩手県では、内陸部の一関市にて、被災した街を模型で復元する「失われた街展」を、また、「奇跡の一本松」で一躍有名に
なった陸前高田市を訪れました。

現在、どの地域も20代～40代の若い世代が中心となり、自分たちの生活を取り戻すべく、行政と積極的に議論を重ねながら、またNPO
など住民独自の活動体を起こしながら様々な問題に取り組んでおられます。
沿岸部の津波被害が大きな地域では、かつての生活基盤であった集落とそこにあったコミュニティの在り方そのものを再度見つめ直す
ことを足がかりとして、新たな未来を如何に自分たちの手で作り上げていくかということに重きが置かれているように感じます。つまりそ
れは、被害状況の把握と高台移転などの検討を通して、これまで疑いなく捉えていたその場所の潜在的な危険性と向き合うことであり、
これまでの常識を見直していく大変な作業でもあります。事実、訪問先の宮城県気仙沼市唐桑半島大沢地区では国道45号線を現状より
も7m、岩手県陸前高田市では新たに造成する住宅地を現状よりも12～14m程度嵩上げする計画が進んでいます。
山を崩し、低地を埋め、地形を変えてまでも、“地元”にこだわり“みんなで”その土地を守り育てていくという姿勢を貫く現地の方々の姿
には、頭が下がる思いです。

「ArchiAid」や「帰心の会」をはじめとした、建築家や各大学の建築学科の研究室・学生による復興支援の取り組みについても、各地で
の住民集合・話し合いの場の形成において、既に無くてはならないものになっていると感じました。上述の住民の活動をより活性化する
とともに、将来に向けての課題のすくい上げと共有の一助として、広い視野を与えているように思います。
しかしながら、瓦礫の撤去などを終えたばかりで、防潮堤や住宅地の高台移転など土木・インフラ整備に取りかかり始めた現状から、住
民のみなさんが自分たちの生活を取り戻すまでには、まだまだ長い復興の道のりが残されています。
われわれ建築家としては、今後も現地での取り組みに注意を払いながら、災害時を含めたこれからの建築の在り方について、社会の生
活の確かな支えとなるよう、常に方法を思案する必要があると痛感した旅になりました。

ティーハウス建築設計事務所
槻橋修・杉山貴亮



9月例会のご案内 担当世話人：吉村美枝、眞野サトル

岡山建築見学会（JIA建築家大会　2014岡山　開催期間中）　　　　　　　

　

開催日　：　平成26年9月25日　(木)　　
定　　員：　20名程度(近畿支部からの参加者)　※先着順、定員を超えた場合はキャンセル待ちとします。

9/25予定：
　　・集合　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　 8:30
　　　　
　　
        ・大角雄三氏自邸の見学　　　　　　　　　　　  　　 11:00～12:30

   　 ・昼食　＠キビキビ亭　　　　　　　　　　                  12:45～13:30

　　 ・倉敷にて倉敷建築工房の作品見学　　　　                 14:00～17:30
        

 　　

        ・楢村徹氏の再生物件で懇談会　　                                 18:00～20:00
           　（トラットリアはしまや）

        
        ・帰阪　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 20:00( 23時ころ大阪着予定)
        ・全国大会岡山参加のため宿泊希望者は各自準備
　　　
　　 　参加費用     :15000円
　　　 申込み先　：office@archixxx.jp　　  当日連絡先 :眞野携帯　　090‑3928‑2288

　　　

　　　
　　

※梅田界隈、貸切バス移動。

【ちょっとコラム】
先日、中谷ノボル氏率いるアートアンドクラフトさんの20周年記念パーティーへお邪魔してきました。行ってみると、一般的なホテル等での祝
賀パーティーではなく、なんと、クラブクアトロを貸し切っての盛大なライブでした。会社関係者、これまでのお施主さんなどなどを無料で招
待して、上田正樹さんを呼んで、大盛り上がり。最後に中谷氏が舞台に上がって挨拶するというこれまでに経験したことのないようなぶっ飛ん
だ内容でした。やはり、常に人を楽しませることを考えておられるのだな～と感心した次第です。その心意気に本当に感動しました。
さて今後も、岡山見学や水島信氏の講演会など魅力的な例会が続きます。ご期待下さい！(TH)
      

－ヴィラ・マイレア以前とサイナッツアロ・タウンホール以降　それぞれの空間造形の系統と、その間を結ぶ空間的展開についてー
      

情報コーナー
・10月7日(火)建築家カタログ＆ＷＥＢ委員会15：00～16：00
・10月7日(火)作品展委員会16：00～17：30
・10月7日(火)世話人会17：30～19：00
　　　　於：JIA事務局会議室

歴史を紡ぐ街、岡山倉敷。様々なメディアを通してご存知の方も多いと思いますが伝統を住む継ぐ古民家の中に、カフェや雑貨屋、飲食
店が入り込みユニークで趣のある雰囲気を醸し出しています。
古い民家の持つ魅力を十分に生かしながら、新しい機能や現代感覚を取り入れ、間取りや空間を再構築した現代住宅としてよみがえら
せる倉敷建築工房の作品を中心に、岡山の魅力ある建築を見学し地域の建築家と交流する日帰り旅行の機会を設けました。
　
　　

10月例会の予告 担当世話人：山中恵子、谷口美樹子

10月20日（月）　18：15～（開場17：45）　定員150名。 　※詳細別紙、現在も募集中です。
参加希望者多数のため、会場を大阪市中央公会堂小集会室（3F）に変更しました。

当日お間違え内容お願い致します。

水島信氏講演会「アルヴァー・アアルトの空間展開」　　　

　                           

※全国JIA会員と合流　                           

   

（倉敷建築工房楢村徹設計室、廣榮堂、くらしき庭苑、林源十郎商店等）

※全国の住宅部会関係者や岡山の建築家も交えて　                           








